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第１号議案 

令和４年度（2022 年度）事業報告 

 

湖南市防災士連絡会（以下、本会という）の令和 4年度における活動（事業）について報告い

たします。執行機関として、下記の 4 委員会を設置し、市民の安心安全という本会趣旨である

目標達成に取り組んでまいりました。コロナ禍の影響により、中止を余儀なくされた視察研修事

業などもありましたが、会員の皆さま、湖南市危機管理局、区長様など、多くの方々のご理解ご

協力を持ちまして、計画通りの事業を行うことが出来ました。心より感謝いたします。 

次年度よりwith コロナの緩和された状況での活動になることと思います。なお一層のご支援

をお願いいたします。 

以下、各委員会の活動を報告いたします。 

 

１． スキルアップ委員会事業 

先進地視察では、コロナ禍の推移を見ながら実施直前で３年連続の中止を定例会で決定。ス

キルアップ研修会では、昨年に続き防災士に限定せず 43区長の協力を得て防災役員にも呼び

かけた地震災害講演会（出前講座）は、本会で新たに購入した Zoom周辺機器のお披露目を兼

ね、事前のオンライン研修（Zoom）も組込みましたが、主会場とサテライト 2会場、オンライ

ンを合わせて 77人（前年比 －24 人）に留まりました。 

技能講習会では、必須技能研修である普通救命講習会を防災士対象に 7回、出前講座として

湖南市災害ボランティアセンター運営隊員を対象に 1回、計 8回。また、湖南市保健師に対す

る AED・救命体験会も 1回実施し、防災士の技能を高め、活動のアピールができました。 

事 業 事 業 内 容 実施日 実施場所 参加人数 

先進地視察 

 

 

防災研修施設、広域防災センターなど

の視察 

・人と防災未来センター（神戸市） 

・兵庫県広域防災センター（三木市） 

中止 ― ― 

スキルアッ

プ研修会 

 

スキルアップのため研修会、講習会な

どの開催 

・自衛隊による地震災害講演会 

＊参加者 77名の内訳 

 主会場 20 サテライト 2会場（サン

ライフ 11 水戸 21） オンライン 25 

11/20 菩提寺ま

ちセン 

 

77 名 

スキルアッ

プ技能講習

会 

 

 

 

 

 

 

 

 

必須技能研修：普通救命講習を毎年度

実施、その他技能講習会などの開催 

① 応急手当普及員による防災士への普
通救命講習会を 7回実施 

＊参加人数欄（）は湖南市防災士育成 

事業の受講者数、内数 

② 保健師に対する AED、救命講習体験
会の実施 

③ 応急手当普及員による災害 VC運隊
員への普通救命講習会の実施 

＊普通救命講習 計 8回 68 人（20） 

④ Zoom研修会 

5 月と 11月に計 8回計画、4回実 

施 

 

 
5/15、6/12 

7/24、8/21 

9/11、10/16 

11/27 
 

10/14 

 

2/17 

 
 

5/22、11/11 

11/13 

 

 

菩提寺ま

ちセン 

 

 

保健セン

ター 

社会福祉

センター 

 

菩提寺ま

ちセン 

 

 

58(19) 

名 

 

 

13 名 

 

10(1) 

名 

 
12 名 
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２． 環境整備委員会事業 

防災士の認知度アップを図り地域での防災士の活動を活発にするため、以下の事業に取り組

みました。 

① 協力校を指定し、防災活動への協賛（三雲東小学校、甲西北中学校） 
② 防災活動内容報告会の実施 
委員長が委員会議を統括し、他の委員で３つの事業を分担し、事業の主担当を明確にしたこ

とにより、スムーズに事業実施ができたと考えます。 

事 業 事 業 内 容 実施日 実施場所 参加人数 

委員会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第1回】本年度活動計画の確認 

     各事業の分担計画 

【第2回】甲西北中学校との連携内容の

検討 

   甲西北中事業に対する当会と

の位置づけは「協賛」とする 

【第3回】甲西北中防災フェスタ協賛の

総括 

【第４回】三雲東小学校引き渡し訓練 

   協賛の確認 

    防災活動内容報告会の計画 

【第５回】三雲東小学校引き渡し訓練 

   協賛の総括 

          防災活動内容報告会の計画 

【第６回】本年度事業の総括と来年度 

   事業の計画（１） 

【第７回】本年度事業の総括と来年度 

   事業の計画（２） 

5/19 

 

7/28 

 

 

 

9/29 

 

10/11 

 

 

11/24 

 

 

2/2 

 

3/9 

サンライ

フ甲西 

サンライ

フ甲西 

 

 

サンライ

フ甲西 

石部まち

セン 

 

サンライ

フ甲西 

 

サンライ

フ甲西 

サンライ

フ甲西 

10名 

 

7名 

 

 

 

8名 

 

8名 

 

 

8名 

 

 

10名 

 

6名 

学校事業へ

の協賛 

 

【第1回】甲西北中学校防災フェスタ 

        地域住民、生徒：151名参加 

【第2回】三雲東小学校児童引渡し訓練 

     ＊保護者、教員、児童：533名参加 

8/27 

 

11/11 

甲西北中

学校 

三雲東小

学校 

16名 

6 名 

防災活動内

容報告会 

【第１回】リハーサル 

 

【第２回】防災活動内容報告会 
          ＊地区・まち協役員：７８名参加 

1/13 

 

1/21 

 

サンライ

フ甲西 

甲西文化

ﾎｰﾙ 

14名 

 

41名 

 

 

３． 情報提供委員会事業 

地区防災計画の作成呼びかけでは、啓蒙チラシを作成し、各区長および本会幹事に配布しま

した。防災士が選ぶ非常時持ち出し袋の中身の選定では、実際に購入し、それぞれなぜ必要か

の紹介もし、現物は各区の防災イベントで展示されました。防災士インタビューでは３名の方

にインタビューを行いホームページに掲載しました。在宅避難のてびきリーフレット作成で

は、委員会で議論を重ね、在宅避難のための準備、実際の行動などの手引き書として、全戸配

布しました。 

事 業 事 業 内 容 実施日 実施場所 参加人数 

地区防災計

画の作成呼

びかけおよ

び作成手助

け 

「地区防災計画をつくりましょう」のチ

ラシ（A4両面カラー）を作成し、各区

長および本会幹事に配布。地区防災計画

作成手助けについては未作成区の何区か

に声かけしたが実施には至らず。 

5/23 サンライ

フ甲西 

7 名 

非常時持ち

出し袋に入

れるおすす

めグッズの

選定 

災害時に避難する時に持ち出す、非常時

持ち出し袋に入れておくと便利なグッズ

を委員会で選定し、実際に購入し、各区

の防災イベントなどで展示し、ホームペ

ージにアップした。 

5/23 

7/21 

9/22 

サンライ

フ甲西 

7 名 

8 名 

7 名 
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事 業 事 業 内 容 実施日 実施場所 参加人数 

防災士イン

タビュー 

 

湖南市在住の防災士に対し、防災士にな

ったきっかけ、防災士になって得た知識

をどのように役立てていきたいか、防災

士としてどのような取り組みをしている

か（してきたか）、今後の課題・抱負な

どをインタビュー形式で答えてもらった

ものをホームページにアップした。 

３名／１年間 

7/21 

9/22 

11/21 

サンライ

フ甲西 

8 名 

7 名 

6 名 

在宅避難の

てびき（湖

南市版）の

作成 

災害発生時や浸水・土砂災害時に、自分

の家屋が倒壊せず住める状態であれば、

避難所へ行かず在宅避難が有効であるの

で、在宅避難をするために必要なことを

防災士目線で指南書をリーフレット形式

で作成し、湖南市内全戸配布した。 

9/22 

11/21 

1/19 

2/28 

サンライ

フ甲西 

7 名 

6 名 

6 名 

10 名 

 

４． 情報共有委員会事業 

 ホームページの掲載記事の充実を図るため、各委員会を対象に更新方法の習得のための講習会

を実施し、各委員会の活動内容や資料を多く掲載するができました。会報は、各委員会活動の報

告と防災活動内容報告会の特集といたしました。 

事 業 事 業 内 容 実施日 実施場所 参加人数 

ホームページ 

 

ホームページ更新方法の習得 

（対象：各委員長、副委員長) 

8/6 

8/7 

菩提寺ま

ちセン 

7 名 

5 名 

会報 

 

第４号会報発行 

・各委員会活動報告 

第５号会報発行 

・防災活動内容報告会特集 

8～9月 

 

2～3月 

サンライ

フ甲西 

菩提寺ま

ちセン

(Zoom) 

5 名 

 

4 名 

 

５． その他 

幹事会開催について報告します。 

会 議 名 
開催 

年月日 
主 な 協 議 事 項 開催場所 

出席 

人数 

幹事会    ・偶数月第 3木曜日を基本として定例会開催 

           ・出席人数は本会幹事の出席者数。毎回、市危機管理防災課職員も出席 

 第 1回 R4.6.16 委員選任、事業実施報告について ｻﾝﾗｲﾌ甲西 25 名 

第 2回 R4.8.18 委員会報告、事業実施状況について ｻﾝﾗｲﾌ甲西 24 名 

第 3回 R4.10.10 委員会報告、事業実施状況について 市役所東庁舎 26 名 

第 4回 R4.12.15 委員会報告、事業実施状況について 市役所東庁舎 22 名 

第 5回 R5.2.16 新役員、新委員の選出 ｻﾝﾗｲﾌ甲西 45 名 

第 6回 R5.3.16 新旧役員打ち合わせ、次年度事業計

画について 

ｻﾝﾗｲﾌ甲西 46 名 
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第２号議案 
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第３号議案 

令和５年度（2023 年度）役員（案） 
 
本会第３・４期の役員任期（令和３年(2021 年)4 月 1日から令和５年(2023 年)3
月 31 日まで）満了に伴い役員改選を行います。会員数は、前年度比 22名増の 239
名。 

 

－６－ 

役員(幹事）
氏名

役　職 会員数
役員(幹事）
氏名

役　職 会員数
前年比
増　減

1 三 雲 太 田 勝 政 6 稲 塚 建 次 8 2 12

2 妙 感 寺 原 田 和 浩 4 森 田 智 子 3 -1 3

3 吉 永 福 島 由 美 子 副会長 6 福 島 延 吉 副会長 7 1 8

4 夏 見 内 田 潤 一 7 今 村 典 生 7 - 7

5 針 中 村 和 広 3 遠 藤 愛 一 郎 3 - 4

6 ル モ ン 甲 西 高 間 茂 治 3 髙 間 茂 治 3 - 3

7 中 央 福 澤 稔 4 平 馬 敏 光 4 - 8

8 平 松 奥 村 恭 平 8 中 川 敦 子 9 1 10

9 柑 子 袋 立 入 寛 己 9 立 入 寛 己 13 4 15

10 石 部 東 （ 未 選 出 ） 2 （ 未 選 出 ） 2 - 4

11 石 部 中 央 谷 口 茂 雄 5 清 水 明 彦 会長 6 1 8

12 石 部 西 三 吉 博 之 9 三 吉 博 之 10 1 10

13 岡 出 笠 井 義 則 監査役 1 笠 井 義 則 2 1 4

14 宮 の 森 有 村 秀 人 4 上 野 昌 昭 5 1 8

15 宝 来 坂 曽 我 部 修 会長 8 油 谷 勇 雄 9 1 11

16 石 部 南 松 原 慎 二 8 奥 村 茂  8 - 8

17 東 寺 黄 之 瀬 豊 5 北 村 宏 一 事務局長 5 - 7

18 西 寺 ・ 丸 山 竹 内 孝 2 （ 未 選 出 ） 2 - 2

19 朝 国 髙 畑 彰 4 髙 畑 吉 雄 4 - 4

20 岩 根 東 口 （ 未 選 出 ） 2 （ 未 選 出 ） 2 - 5

21 岩 根 東 澤 田 吉 宏 5 澤 田 吉 宏 5 - 6

22 岩 根 西 南 重 利 会計 5 牧 田 聡 美 5 - 9

23 岩 根 花 園 吉 田 正 朋 1 加 藤 靖 2 1 6

24 正 福 寺 青 木 明 　 8 青 木 伊 知 郎 監査役 8 - 9

25 北 山 台 大 平 健 弘 8 植 中 都 8 - 8

26 菩 提 寺 伴 喜 代 和 6 川 又 幸 生 6 - 6

27 み ど り の 村 川 上 昭 6 川 上 昭 副会長 6 - 7

28 三 上 台 佐 々 木 和 之 2 （ 未 選 出 ） 1 -1 5

29 イ ワ タ ニ ラ ン ド （ 未 選 出 ） 6 藤 本 駿 平 6 - 7

30 近 江 台 粟 津 寛 三 副会長 7 松 本 春 美 8 1 9

31 サ イ ド タ ウ ン 竹 澤 克 彦 4 藤 原 光 司 5 1 11

32 下 田 東 西 谷 淳 2 山 中 孝 博 2 - 3

33 下 田 西 上 西 豊 臣 3 植 西 俊 幸 3 - 3

34 下 田 南 （ 未 選 出 ） 2 （ 未 選 出 ） 2 - 3

35 下 田 北 谷 久 仁 夫 4 木 田 仁 久 事務局次長 4 - 4

36 中 山 山 内 信 貴 事務局次長 6 田 中 孝 明 6 - 6

37 緑 ヶ 丘 喜 多 一 朗 5 田 中 修 二 5 - 5

38 大 谷 築 山 弘 実 5 織 田 諒 平 5 - 5

39 桐 松 西 谷 健 2 西 谷 健 2 - 4

40 堂 の 城 村 田 和 博 2 山 中 奨 平 3 1 3

41 湖 南 工 業 団 地 北 野 中 敦 史 11 吉 田 智 明 12 1 13

42 湖 南 工 業 団 地 中 望 月 惇 二 5 加 納 健 司 会計 7 2 7

43 湖 南 工 業 団 地 南 岸 田 憲 一 事務局長 7 濵 崎 博 文 10 3 10

市外在住（在勤者） 5 6 1 8

217 239 22 298

水

戸

合計

三

雲

石
　
部

石

部

南

岩

根

菩

提

寺

下

田

令和５年度(2023年度）役員名簿

学
区

構　成　区　名

令和４年度(2022年度） 令和５年度(2023年度）
(参考)
防災士数



第４号議案 

令和５年度（2023 年度）事業計画（案） 
 

役員任期満了に伴い、次年度より新しい役員による活動になります。会員数も設立（令和元年

１１月）当初の 174 名から 239 名と 65名増加しております。より多くの会員の皆さまが、幅広

く参画でき、地域での活動の後押しとなるよう、これまで通り、4つの委員会主体で、事業を進

めてまいります。 

 以下、各委員会より活動計画を報告いたします。 

 

１． スキルアップ委員会事業 

 先進地視察及びスキルアップ研修会は、湖南市総合防災訓練（地震災害想定）に連動させ、

視察先は阪神淡路大震災の記念館「人と防災未来センター」の視察、また研修会では身近で役

立つ内容での「地震災害、出前講座」に取り組みます。 

合わせて防災士の技量を高めるためオンライン研修の活用を図るとともに、新たに「地区防

災計画学会」「滋賀県防災カフェ」のオンライン受講等、呼びかけなど自己啓発教材の紹介に取

り組みます。 

スキルアップ技能講習会では、「全防災士の普通救命講習会受講」に取り組み、結果として全

防災士が各地域・自治会で AEDと救命講習体験会開催ができる事を目標に取り組みます。 

事 業 事 業 内 容 
実施予定 

時期 

先進地視察 

 

被災地・防災活動先進地・防災研修施設などの視察 

・人と防災未来センター（神戸市） 

・兵庫県広域防災センター（三木市） 

 

9 月 

スキルアップ

研修会 

 

 

 

スキルアップのため研修会、講習会、出前講座などの開催 

① 地震災害 出前講座 
② オンライン主催及び受講の推進 
③ スキルアップのため自己啓発資料、学習教材の紹介 
④ 湖南市災害 VC等との連携 
⑤ 長野上田市と菩提寺まち協との防災連絡会協賛 
⑥ 湖南市主催の研修会等との協賛共催の働きかけ 

 

11 月 

未定 

未定 

未定 

未定 

未定 

スキルアップ

技能講習会 

 

必須技能講習として普通技能講習会を毎年度実施、その他技能

講習会などの開催 

① 湖南中央消防署の普通救命講習の受講 先ずは幹事対象に 
② スキルアップに役立つ技能講習開催を検討し実施する。 

 

 

未定 

未定 

 

２． 環境整備委員会事業 

令和 4年度の事業では、甲西北中学校防災フェスタ、三雲東小学校児童引き渡し訓練、防災

活動内容報告会と、本会と防災士の活動をアピールすることができました。 

事業のアンケートからも、継続を期待されていることが伺えます。そこで、令和４年度の事

業の継続を中心に事業計画を組むことにします。 

しかしながら、地域での防災士の活動をしやすくする「環境整備」は、学校の防災活動への

協賛だけではないため、今後とも様々な取組を模索することが求められます。 

事 業 事 業 内 容 
実施予定

時期 

委員会議 事業の実施計画と準備、活動の総括 奇数月 

学校の防災活

動への協賛 

 

三雲東小学校：「お迎え・引き渡し訓練」に協賛 

  対象：教員、児童、ＰＴＡ 

甲西北中学校：「防災フェスタ202３」に協賛 

  対象：生徒、ＰＴＡ、地域住民 

11月頃 

 

8/5 

 

―７－ 



事 業 事 業 内 容 
実施予定

時期 

防災活動内容

報告会の実施 

 

市全地域を対象に開催。 

委員会報告 

地域の取組の事例発表と講演。 

対象：１）各区長と区役員複数名 

      ２）各まちづくり協議会役員複数名 

  ３）全防災士  

1月 

 

 

 

防災活動内容

報告会の資料

冊子の製本 

令和４年度事例発表地区の発表内容を冊子にして、各区・各ま

ち協に配布する。 

 

年度当初 

  

 

３． 情報提供委員会事業 

昨年度に引き続き、地区防災計画の作成呼びかけおよび作成支援、防災士インタビューに取

り組みます。今年度は新たに、防災士による家庭での安全対策の紹介、各区防災取り組み事例

紹介をホームページに掲載したいと思います。また、会員に向けてアンケート調査をし、今一

度、防災士の意識レベルを把握したいと思います。 

事 業 事 業 内 容 
実施予定

時期 

地区防災計画

の作成呼びか

けおよび作成

手助け 

地区防災計画の未作成及び更新できていない区の作成支援をす

る。 

地区防災計画の作成を促す働きかけをする。 

5 月 

防災士インタ

ビュー 

 

 

 

湖南市在住の防災士に対し、防災士になったきっかけ、防災士

になって得た知識をどのように役立てていきたいか、防災士と

してどのような取り組みをしているか（してきたか）、今後の課

題・抱負などをインタビュー形式で答えてもらったものをホー

ムページにアップする。３名／１年間 

5 月 

7 月 

9 月 

11 月 

防災士が実際

に取り組んで

いる家庭での

安全対策の紹

介 

災害伝言ダイヤル 171の使い方、自宅の耐震調査、家具の固定

のしかた、家具の配置、災害時のトイレ対策、非常時持ち出し

袋や備蓄品の紹介、浸水しそうな時の水のう作り方など、防災

士目線で自宅の安全対策の紹介をする。 

9 月 

11 月 

1 月 

各区防災取り

組み事例紹介

（取材形式） 

市役所へ提出される年間の地区防災活動計画の中から面白そう

な取り組み事例を選出し、区に取材を申し入れ、活動の紹介を

ホームページにアップする。２区／１年間 

7 月 

1 月 

会員のアンケ

ート形式によ

る意識調査 

防災士会の存在や活動内容について、今後の活動や有事の際に

協力を見込めるかなどの調査をし、結果を会員及び各区長へ配

布する。 

5 月 

 

４． 情報共有委員会 

情報共有委員会の活動は会員相互の交流と情報の共有を図ることを目的としております。次年

度は、まずはホームページの更新方法の勉強会を開催し、掲載記事の充実を図ります。会報も継

続して、年２回発行してまいりたいと思います。会員の皆様からのご意見をお願いいたします。 

事 業 事 業 内 容 
実施予定

時期 

ホームページ 

 

ホームページの更新方法の勉強会 

ホームページ掲載記事の充実 

5 月 

随時 

会報 

 

第６号会報編集、発行 

・役員、各委員会の紹介、令和５年度活動計画等 

第７号会報編集、発行 

・令和５年度活動報告等 

5～6月 

 

1～2月 

―８－ 



第５号議案 

令和５年度（2023 年度）予算（案） 

 

令和５年度（2023年度）収支予算書 

自.令和５年（2023 年）4月 1日 至.令和６年（2024 年）3月 31日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－９－ 

 収入の部 （単位　：　円）

前年度予算額 本年度予算額 比較増減 摘　　要

 区会費 301,000 301,000 0  ￥7,000/区 ｘ 43区

 補助金 300,000 300,000 0 湖南市交付補助金

0 0 0 預金利息

 前年度補助金余剰金 105,296 0 △ 105,296 湖南市返納充当金

423,433 325,728 △ 97,705

1,129,729 926,728 △ 203,001

 支出の部

前年度予算額 本年度予算額 比較増減 摘　　要

713,000 710,000 △ 3,000

450,000 450,000 0 先進地視察、研修・講習会費

153,000 150,000 △ 3,000 学校活動費、報告会費、冊子代

50,000 30,000 △ 20,000 資料作成・印刷費

30,000 50,000 20,000 会報印刷費、編集ソフト代

30,000 30,000 0 委員会活動外事業費

110,000 110,000 0

20,000 20,000 0

60,000 60,000 0

30,000 30,000 0 HP サーバー契約の更新代

10,000 106,728 96,728

105,296 0 △ 105,296 前年度余剰金を市へ返納

938,296 926,728 △ 11,568

191,433 0 △ 191,433

 補助金

科　　目

 会費

 雑収入

 前年度繰越金

収入合計

科　　目

 事業費

 管理費

 会議費

 事務費

通信情報管理費

スキルアップ事業

環境整備事業

情報提供事業

情報共有事業

その他事業

 湖南市補助金返納金

支出合計

 次　年　度　繰　越　金

 予備費


